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概　　　　要

【序論】T2強調画像（T2WI）では，
Corticofugal Tract（CFT）が高信号領域とし
て描出される．この高信号領域の輝度の左右差
は，手の巧緻性と関連性があることが示されて
いる．CFTの輝度の特性を明らかにするため
に，従来，脳卒中後の上肢運動機能の予後予測
で活用されてきた指標であるFractional
Anisotropy（FA）とCFTの輝度との関連を探索
的に検討した．
【方法】右利きの健常者10名（25.5±3.4歳；
男性6名，女性4名）を対象に，内包後脚が描出
されているT2WIから両側CFTのピーク輝度値
を，拡散強調画像から両側CFTのFA値を測定し
た．各指標は3回計測し，平均値を解析に用い
た．解析は，各指標の左右の比較（Wilcoxon
signed rank test）と，各指標の左右比の関連
性（単回帰分析）を探索的に検討した．
【結果】輝度の中央値は，右CFTが112.5，左
CFTが144.1であり有意差は認めた（P＝0.008；
効果量：大 [r＝0.64]）であった．また，FAの
中央値は，右CFTが0.698，左CFTが0.713であり
有意差を認めた（P＝0.028；効果量：大 [r =
0.57]）．CFTの輝度とFAのそれぞれの左右比
は，有意な線形関係は認めなかった（R2＝
0.003，P＝0.889）．
【結論】CFTの輝度，及びFAは，左半球の方が
高値を示し，利き手を反映していると考えられ
る．しかし，両者の関連は認めないことから，
信号由来が異なることが要因であるかもしれな
い．
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